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CORPORATE PROFILE

　北部九州で調剤薬局や介護サービスなどの事業を展開するスカイメディカル
グループの総務・経 理 業務を集約する株式会社スカイメディカルサービスは
2021年、グループの事業拡大に伴って増大・複雑化する業務の効率化を目的に、
定型的なパソコン操作を自動実行できるRPA（ロボティック・プロセス・オート
メーション）ツール「BizRobo! mini」を導入。開発は外部支援を得ながら管理職
2名が自前で進め、グループ全従業員の勤怠管理、薬局の経理処理など、現在25
種類のソフトウェアロボットが稼働している。RPA活用は既存業務の効率化にと
どまらず、キャッシュレス決済や電子帳簿保存法の改正といった新たな動きへの
対応にも貢献しており、今後は活用範囲のさらなる拡大とともに、新たな社内開
発者の発掘も進める計画だ。
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代表取締役 
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導入支援を得ながら、管理職2人で社内開発

管理職が率先したBizRobo!開発で生産性向上。

人員据え置きでも「事業規模3割拡大」に対応

（左）澤山 茂広 氏、 （右）吉村 明彦 氏

事務処理速度の向上で、導入費用を大きく上回る効果
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増大・複雑化する総務・経理業務にRPAの活用を決定
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人事・経理の事務作業が増大し
複雑化

　福岡県久留米市に本社を置くスカイ
メディカルグループは、創業以来の医
薬品卸をはじめ、調剤薬局・居宅介護
支援事業所・訪問看護・訪問介護・介
護施設などの事業を北部九州で展開。
事業間の連携により、総合的に質の高

い医療・介護サービスの提供を目指す
事 業体 だ。グル ープ10法 人の 従 業 員
は、現在約350人。各社の総務・経理業
務は、シェアードサービス部門である
株式会社スカイメディカルサービスが
一括受託している。
　新法人設立や運営施設の譲受が近
年相次いだスカイメディカルグループ
は、2020年からの1年余で 法 人 数 が

1.4倍、部門数と従業員数が1.3倍にな
るなど、事業規模が急激に拡大した。
それに伴い、総務・経理業務は事務の
総量が増えた上、グループ内に多様な
職種・勤務シフト・売上計上ルールが
併存するようになり管理が複雑化。業
務の効率化が急務となっていた。

「トライアル中の開発で課題解決を確信」　　　　 を
選んだ理由

他製品とも比較、
価格や汎用性を評価

　スカイメディカルサービスが抱える
業務の効率化、とりわけグループの人
員増に対応できる勤怠管理業務の負
担軽減策を探っていた同社社長の澤
山茂広氏は2021年初頭、長崎RPA協
議会のセミナーでの紹介をきっかけ

にRPAツールの検討を開始。製品比較
とトライアル利用を経て、同年8月に
クライアント型RPAツール「BizRobo! 
mini」を導入した。
　同ツールを選んだ理由を、澤山氏は
次のように語る。
　「90万円/年という比較的手頃なラ
イセンス価格や、他製品よりも基本性
能が高く汎用性が期待できたことに

加え、トライアル期間中に私たちの懸
案だった勤怠管理向けのロボットが
大枠で完成し、『BizRobo!で実際に効
率化できる』と確信できたことが大き
かったです。『これならば』と、対象業
務のスタッフやグループの経営陣も納
得し、導入をスタートダッシュで軌道
に乗せることができました」

（左）吉村 明彦 氏、 （右）澤山 茂広 氏

医療・介護分野を横断する事業が拡大導入背景
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既存業務だけでなく、
新たな動きへの対応にも貢献

　BizRobo!の 提 供 元であるRPAテク
ノロジーズ株式会社の福岡オフィス、
ならびにパートナーである株式会社松
本による支援のもと、澤山氏はロボッ
ト開発手法を習得。プログラミング経
験がある介護施設部門の吉村明彦氏

（株式会社スカイメディカルアイ 取締
役）を加えた2人体制で社内開発を進
め、現 在 約25種 類 のソフトウェアロ
ボットが稼働中だ。
　このうち勤怠管理では、グループ全
従業員の出勤簿を勤怠管理システム
の画面上で1人ずつ確認後、打刻や申
請の不備をExcelファイルに集約し、
管理職への対応依頼のためグループ

ウェア上で共有する作業が、毎朝自動
実行されている。
　また、調剤薬局でのQRコード決済
対応開始に伴って新たに生じた経理
処理では、27店舗分の利用明細の取
得・集計をロボット化。さらに2022年
1月施行の改正電帳法対応で請求書
管理サービスを導入した際は、マスタ
の自動登録にも活用された。

日々の勤怠管理などで25種類のロボットが稼働中対象業務

処理の迅速化で、
導入費用を大きく上回るコスト削減

　BizRobo!の活用によりスカイメディ
カルサービスは、250人強から350人
近くまでグループ従業員数が急増した
中でも、総 務・経 理 担当者6人強とい
う体制のまま余裕を持って業務遂行
できる生産性向上を達成した。
　特に、勤 怠 管 理 で のRPA導入 効 果
は想定以上で、澤山氏は「目視と手作
業では月2回が限界だった勤怠チェッ

クが毎日可能となって締め処理が早ま
り、給与振込手続も前倒しできるよう
になった結果、振込手数料を節約でき
た額が、BizRobo! miniのライセンス
費用を上回る状況です」と明かす。

キャッシュレス、ペーパーレスといっ
たデジタル化が、これからさらに加速す
るのが確実な中、多様なデータの転記
作業を自動化できるRPAという道具を
得たことにより「工数を理由に新たなデ
ジタル化への対応を断らなくて済む」

（同氏）という安心感も大きいという。

グループ従業員の勤怠管理業務

3割増の従業員に関する事務処理が増員なしで可能に導入効果
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アナログな現場に眠る
デジタル活用の可能性

　グループの総務・経理部門として事
業拡大を支えられる体制づくりを狙っ
て導入したBizRobo!は、既存業務の効
率化にとどまらない範囲で期待に応え
つつあります。特に「店頭でQRコード
決済を導入したい」といった新たな要
望に対し、事務負担を気にせず対応で
きるようになったのは、顧客満足度向
上の意味でも大きかったと思います。
　基本的な企業文化がアナログ寄りと
いうこともあり、私たちはRPAの社内
開発を「将来に向けた布石」と位置づ
け、まず管理職が担う形でスタートさ
せました。
　BizRobo!を導 入した 現 場 で「楽 に

なった」と喜ぶスタッフの中から開発者
が育ち、いずれ各部門が自律 的にロ
ボットを運用できるようになればと
願っています。（澤山氏）

　私が担当している介護事業の現場で
は、対人コミュニケーションを得意とす
る一方、パソコン操作は苦手というス
タッフも珍しくありません。
　そうした環境で日々の事務作業にか
かる負担を緩和するには、報告作業を
標準化し、スタッフが簡単に操作でき
るアプリに落とし込むと同時に、そこで
得 ら れ た デ ー タ を 加 工 し、所 定 の
フォーマットにまとめる報告管理工程
も自動化する必要があります。
　ここでBizRobo!を使えば、報告管理
業務に要する時間を現状より大幅に短

縮できるとみて、現在準備を進めてい
るところです。報告管理業務はグルー
プ内に多数あり、完成したロボットが
横展開できれば、さらなる効果も狙え
ると期待しています。（吉村氏）

RPAのメリットを広め、
社内開発者の発掘も図る

　当初はシェアードサービス部門の業
務 効 率 化 を 目 的 と し て 導 入 し た
BizRobo!だが、今後はスカイメディカ
ルグループの事業部門にも活用範囲
を広げていく予定だ。
　既に、介護サービス拠点から受ける

業務報告の集約・分析作業にロボット
を採り入れた実績がある吉村氏は、近
く現場からの報告作業にビジネスア
プリツールを導入する計画。それに併
せて、これまで不統一だった様式を自
動処理に適した形式で標準化する予
定で、「ここにBizRobo!も組み合わせ
ることで、現場の手間と管理者の負担
を、そろって軽減できる仕組みをつく

れたら」と展望を描く。
　自身が担当する業務の負担が軽減
されたのをきっかけに、RPAに対する
関心を抱くスタッフも徐々に増えつつ
あるといい、澤山氏は「使いこなせば
便利になると、多くの部門に知っても
らうことがRPA開発者の発掘にもつ
ながる」と、社内開発体制の拡大にも
意欲をみせている。

「既存業務の効率化」と「新たなニーズへの対応」を両立現場の声

管理部門に加え、事業部門での活用も拡大今後に
ついて

mini

吉村 明彦 氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


